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運用報告書（全体版） 

日本株スタイルセレクトオープン 

愛称：ビッグ・ウィング・ワン 

三菱ＵＦＪ  
スタイルセレクト・ 
バリューファンド 

 

愛称：変革 

 
 

第43期（決算日：2022年３月10日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・

バリューファンド」は、去る３月10日に第43期の決算

を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2000年５月２日設定） 

運用方針 

主として、バリューマザーファンド受益証券
に投資し、RUSSELL/NOMURA Total Market 
Valueインデックスをベンチマークとし、中長
期的に同指数を上回る投資成果をめざして運
用を行います。マザーファンド受益証券の組
入比率は原則として高位を維持することとし
ます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

バリューマザーファンド受益証
券を主要投資対象とします。この
ほか、当ファンドで直接投資する
ことがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
されている株式および店頭登録
株式を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

RUSSELL/NOMURA Total 
Market Valueインデックス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

39期(2020年３月10日) 9,265 0 △12.9 590.98 △13.9 98.0 － 390 

40期(2020年９月10日) 10,159 250 12.3 645.63 9.2 97.4 － 423 

41期(2021年３月10日) 11,331 1,100 22.4 781.10 21.0 99.1 － 436 

42期(2021年９月10日) 12,262 500 12.6 829.44 6.2 99.1 － 464 

43期(2022年３月10日) 11,221 0 △ 8.5 776.30 △ 6.4 98.8 － 410 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） RUSSELL/NOMURA Total Market Valueインデックスは、RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスを構成するインデックスの一つです。

RUSSELL/NOMURA Total Market Valueインデックスは、わが国の全金融商品取引所全上場銘柄の全時価総額（時価総額は全て安定持株

控除後）の98％超をカバーするRUSSELL/NOMURA Total Marketインデックスのうち、低修正ＰＢＲ銘柄により構成されています。 

 RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスは、Frank Russell Companyと野村證券株式会社が作成している株価指数で、当該指数の知的財産

権およびその他一切の権利は両社に帰属します。なお、両社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および

適合性を保証するものではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
      

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

RUSSELL/ NOMURA  T otal 
Market Valueインデックス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年９月10日 12,262 － 829.44 － 99.1 － 

９月末 12,004 △2.1 814.80 △1.8 98.1 － 

10月末 11,953 △2.5 802.01 △3.3 98.3 － 

11月末 11,294 △7.9 759.95 △8.4 98.4 － 

12月末 11,715 △4.5 790.79 △4.7 98.9 － 

2022年１月末 11,543 △5.9 799.98 △3.6 99.0 － 

２月末 11,550 △5.8 802.81 △3.2 98.9 － 

(期  末)       

2022年３月10日 11,221 △8.5 776.30 △6.4 98.8 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

運用経過
第43期：2021年９月11日～2022年３月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 3 期 首 12,262円
第 4 3 期 末 11,221円
既払分配金 0円
騰 落 率 －8.5％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ8.5％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－6.4％）を2.1％
下回りました。

ベンチマークとの差異

新型コロナウイルスのワクチン接種と感染者抑制が順調に推移し
たことなどから、国内株式市況が一時的に上昇したことが、基準
価額の一時的な上昇要因となりました。

上昇要因

米国における金融政策正常化に向けた動きやロシアのウクライナ
侵攻による地政学リスクの高まりなどが懸念され国内株式市況が
下落したことが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 丸紅、新光電気工業、ＩＮＰＥＸ、住友金属鉱山、三菱ＵＦＪフィナンシャ

ル・グループ
下位５銘柄・・・ ソフトバンクグループ、昭和電線ホールディングス、Ｚホールディングス、富

士フイルムホールディングス、日立製作所

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

第43期：2021年９月11日～2022年３月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2021年10月上旬にかけては、
新政権の誕生と経済政策への期待などか
ら上昇する局面もありましたが、中国不
動産大手企業の債務問題への懸念などか
ら国内株式市況は下落しました。
10月中旬から期末にかけては、新型コロ

ナウイルスのワクチン接種と感染者抑制
が順調に推移したことなどから上昇する
局面もありましたが、新たな変異株の感
染拡大による経済活動への影響や、米国
における金融政策正常化に向けた動き、
ロシアのウクライナ侵攻による地政学リ
スクの高まりなどが重しとなり国内株式
市況は下落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バ
リューファンド
バリューマザーファンド受益証券を通じ
てわが国の株式に投資しています。株式
の実質組入比率は、運用の基本方針に従
い高水準を維持しました。

  バリューマザーファンド
RUSSELL/NOMURA Total Market 
Valueインデックスの銘柄群の中から割
安と判断される銘柄に厳選して投資する
ことにより、値上がり益の獲得をめざし、
銘柄選定を行いました。また、組入銘
柄・組入比率は、保有している不動産等
の含み損益を考慮した独自の修正株価純

資産倍率（ＰＢＲ）を基にセクター内比
較等を行い、その上で、経営陣が保有資
産の価値を最大化しようとしているかや
同一業種内における企業の優位性などの
定性面の評価などを総合的に考慮して決
定しました。
組入銘柄数は68～74銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行
いました。当期では、三菱商事や東京瓦
斯など11銘柄を新規に組み入れました。
また、新光電気工業や富士通など12銘柄
を全株売却しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファ
ンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－6.4％） 
を2.1％下回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
業種配分効果
海運業、鉱業をベンチマークに対して概ねオーバー
ウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。

（％）

2021/９/10 ～ 2022/３/10
－10.0

－8.0

－6.0

－4.0

－2.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

銘柄選択効果
三菱重工業、味の素をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラスに寄
与しました。

マイナス要因
業種配分効果
銀行業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことや化学をベンチマークに対
してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択効果
昭和電線ホールディングス、協和キリンをベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい
たことがマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

― 5 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_910413.indd   502_コメント-費用-TER_10pt_910413.indd   5 2022/04/19   9:22:042022/04/19   9:22:04



8

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第43期
2021年９月11日～2022年３月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,387

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バ
リューファンド
バリューマザーファンド受益証券の組入
比率は、高水準を維持する方針です。国
内株式の実質組入比率につきましても、
概ね90％以上の水準を維持する方針です。

  バリューマザーファンド
今後も基本方針に従い、保有している不
動産等の含み損益を考慮した独自の修正
ＰＢＲを基にセクター内比較等を行い、
より割安度が強い銘柄を絞り込んだ上で、
経営陣が保有資産の価値を最大化してい
るかや同一業種内における企業の優位性
など、取材等を通じた定性面の評価を加

え銘柄を選定します。
ロシアのプーチン大統領がウクライナ侵
攻を決行、西側諸国はロシアに制裁を打
ち出し、金融市場においても不透明感が
強まっています。今後、ロシアからの輸
出が滞ることでインフレ圧力は更に強ま
ると見ています。また、国際送金・決済
システムであるＳＷＩＦＴ（国際銀行間
通信協会）からのロシア排除などの制裁
が世界の実体経済へ影響を与える可能性
も考慮しておく必要があると考えていま
す。
こうした変化を見極め、企業の本質的な
価値から判断してより割安と判断できる
個別銘柄を選択していく方針です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

2021年９月11日～2022年３月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 109 0.927 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 51) (0.436) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 51) (0.436) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 7  0.056  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  7) (0.056) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 116  0.984  

期中の平均基準価額は、11,774円です。

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.87％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.88％

運用管理費用（投信会社）
0.88％

総経費率
1.87％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

○売買及び取引の状況 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
バリューマザーファンド 318 1,033 5,861 19,878 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

項 目 
当 期 

バリューマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,111,238千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,441,503千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.77   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜バリューマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 563 99 17.6 547 98 17.9 

平均保有割合 30.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

 

＜バリューマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 5 20 32 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 245千円 
うち利害関係人への支払額（B） 45千円 

（B）／（A） 18.6％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

バリューマザーファンド 130,153 124,609 410,003 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

バリューマザーファンド 410,003 98.0 

コール・ローン等、その他 8,342 2.0 

投資信託財産総額 418,345 100.0 
 
 
 

 

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ スタイルセレクト・バリューファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 418,345,217   

 コール・ローン等 5,033,587   

 バリューマザーファンド(評価額) 410,003,322   

 未収入金 3,308,308   

(B) 負債 7,392,511   

 未払解約金 3,301,200   

 未払信託報酬 4,085,128   

 その他未払費用 6,183   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 410,952,706   

 元本 366,237,375   

 次期繰越損益金 44,715,331   

(D) 受益権総口数 366,237,375口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,221円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 379,027,985円 

期中追加設定元本額 999,358円 

期中一部解約元本額 13,789,968円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1221円です。 

 

○損益の状況 (2021年９月11日～2022年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       198   

 受取利息 3   

 支払利息 △       201   

(B) 有価証券売買損益 △34,001,088   

 売買益 712,690   

 売買損 △34,713,778   

(C) 信託報酬等 △ 4,091,311   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △38,092,597   

(E) 前期繰越損益金 71,432,839   

(F) 追加信託差損益金 11,375,089   

 (配当等相当額) (  14,893,829)  

 (売買損益相当額) (△ 3,518,740)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 44,715,331   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 44,715,331   

 追加信託差損益金 11,375,089   

 (配当等相当額) (  14,894,821)  

 (売買損益相当額) (△ 3,519,732)  

 分配準備積立金 72,562,352   

 繰越損益金 △39,222,110   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年９月11日～ 
2022年３月10日 

費用控除後の配当等収益額 1,129,513円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 14,894,821円 

分配準備積立金額 71,432,839円 

当ファンドの分配対象収益額 87,457,173円 

１万口当たり収益分配対象額 2,387円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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